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tinus) の建築原理「統一J (un i tas) は、音楽との類比に
よる、単純な数比の尺度関係において理解されていたと
言われ) 1) 、 131止紀、ヴィラール・ド・オヌクール (Vi 1 ト
ard de I! onnecourt) の『画帖』においては、数比が幾何
学の形で示さ れている』 幻 。
近世ルネサンス期、アルベルティー (Leone Battista 
A 1 ber t i) は『建築論』において、建築美が「均整 (conc­
innitas)J によって成立し、 「数 (nunerus)J 、 「仕上
げ面の輪郭 (fini tio)J 、 「配置 (co110catio)J の三原
理によって満たされるとし、建築を構成する各部寸法比
として、音楽のハルモニアを生じる弦の比からくる単純
な整数比等をあげる 1 3) 。パラディオ (Andrea Palladio) 
は、 『建築四書』において、建築美の基本原理を「対応
(corrispondenza)J とし、音楽をベースとする比例 (pr­
oportione) を繰り返す 1 4) 。続くヴィニョーラ (Jacopo
Barozzi Vignola) やセルリオ (Sebastiano Serlio) らの
建築書の主題は、まさにオーダーの比例である 1 5) 。
16世紀から 18世紀の建築を代表するフランス古典主義
建築においては、 16世紀、 ドゥ・ロルム (Ph1ibert de 
l' Drne) による建築書の最重要事は I比例 (Proport i on)J 
であ η 、 17世紀、フランソワ・プ口ンデル (François





ヴィオレ・ル・ドュク (Vio11 et-!e-Duc) は、『建築講話』
において、比例理論は建築家に必要な原理であると講じ





























































を取り倣う算法」であり 2 4\ 美術における意味として
は「表現せられた物象の各部分相互問、または全体と部
分との聞の量的関係J 2 5) 等である。
一方、プロポーシ ョ ン (proport ion) 2 6) の辞書的な意
味は 「割合、正しい関係・釣り合い、面積・大きさ、部
分、均衡・調和、数学における比例J 等であり 2 7\ 美
術用語としての意味は、 「人聞が芸術表現の主題として
とらえられる限りにおいて、それらの四肢各部聞にみら
れる数学的関係 J 2 11) 、また「絵画、彫刻、建築などの
全体と各部分、そして各部分相互の、大きさの比率 2 9) 、
位置関係 30\ 調和的関係 a 1) 、秩序関係 3 2) 、合法則的





























ーションシステムに相当する英語は、 system of proporｭ





1) ポスト・モダン (Post Modern) 等と言われる建築動向、
例えば、チャールズ・ジェンクスの『ポストモダニズ
ムの建築言語.!I (a + u 、 1978年 10月号)等参照。
2) ディコンストラクション (Deconstructíon) 等と 言われ
る建築動向。例えば.“DECONSTRUCTION:Omnibus Volume 
"(Papadakis , A. ,Cooke ,C. ,Benjamín , A. ,ed. , Academy 
Ed i t ions , 1989.) 等参照。
3)Mies van der Rohe ,“ G" vol.l , 1923.(Schulze.Fra-
nz. “ MIES VAN DER ROHE:A Crltical Biography" The 
Univ.of Chicago Press ,p.l06 , 1985.) 
4)Hitchcock ， H.R. ，企 Johnson ， P. ,“The International 




ch ?tek tu r 1895年)において「新しい材料と現在の要
求に対応しなければならない J (0. ヴァーグナー
『近代建築』中央公論美術出版、 1985年， p.36) 、
「支え持つ線、平板状に仕上げた面、構造と材料の昆
大限の単純化と力強い表出が、将来の新しく生まれる
芸術の形に強く優位を占める J (同前p.l00) といっ
た機能及び構造、材料の率直な表現を主張。
アドルフ・ロースは、 『装飾と罪悪.!I (Ornament und 
Verbrcben 1908年)で、 「装飾はもはや我々の文化と
は有機的なつながりがないのだから、それは、もはや
我々の文化を表現するものでもない。 J (A. ロース
『装飾と罪悪』中央公論美術出版p.76) と装飾の廃棄
を宣言 。
ル・コルビュジエは『建築をめざして.!I (Vers une 
-5-
architecture 1920年)で、 「 立方体、円錐、球、円
筒または角錐などの像は、明解で掴みやすい。暖昧 さ
がない 。 それゆえにく美 しい形であり、もっとも美 しい
形 〉である。 J (ル・ コ ルビ斗ジエ『建築をめ ざ し て 』
鹿島出版会 、 1967年、 p.39) と純粋幾何学的立体を賛
美。
グ口ピウスは 『国際建築~ (INTERNATIONALE ARCHITEｭ




のはすべて払いのける J (W. グロピウス『国際建築』
中央公論美術出版、 1991年、 p.7) と倫理的な造形を
主張。
ジークフリート・ギーデイオンは『空間、時間、建築』
(Space, Time and Architecture , 1941年)で、例えば、
「近代建築の重要な試み」としての「内部と外部とが







なお、 H.R. ヒッチコックと P. ジョンソンによる『
インターナショナル・スタイルj (“THE INTERNATIONAL 
















画系論文報告集， No. 348, 1985 ・ 2 ， pp. 111"'117. r近代建
築における造形的問題についての一考察J 日本建築学








チューリの著作 (Vent u r i, Rober t “ Complexty and Coｭ
ntradiction in ArchitectureThe Nuseum of Nodern 
Art , 1966. (f'建築の多様性と対立性』伊藤公文訳、鹿島
出版会、 1983年、 Venturi ， Denice scott Brown, Steven 
Izenoure “ Learning From Las Vegas:The Forgotten 




建築の失敗j (Blake , Peter,“Form Follows Fiasco:Why 
Modern Architecture Has'nt Worked"Russel & Volkｭ





9) 森田慶一著『建築論』東海大学出版会、 pp.162"165, 
1978年
10) Il'ウィトルウィウス建築書』森田慶一注訳、東海大
学出版会、 PP.81"'90 ， 1968年
11) 森田前出『建築論.ß p. 182 。
12) 藤本康雄著『ヴィラール・ド・オヌクールの画帖に
関する研究』中央公論美術出版、平成3年。
13) し B. アルベルティー『建築書』相川浩訳、中央公論


















23) ゴールドパーガー， P. (f'摩天楼』鹿島出版会、 p.218 ，
1988年。
24) r漢和大辞典j 学習研究社、 1985年。
25) r広辞苑J 岩波書店、 1965年
26)proportion(英仏)、 Proport i on (独)、 proporzione(伊)
の語源はラテン語の proportio r 均整 J r類比 J とさ
れ、慣用句 pro por tione r 分吋前に従ってJ の派生
-7-
一語である(同上)。
27)The Oxford English Dictionary , CLARENDON PRESS 
OXFORD , 1989. 
「ランダムハウス英和昨典」小学館， 1973年， r オック
スフォード・カラ ー英和辞典」講談社、 1982年。
28) r Ilt 界美術大辞典」小学館、 1989年。
29) r オックスフォード西洋美術事典J 講談社、 1989年
30)A Dictionary of Architecture and Building , 
Gal Research Com. 1966. 
(In an architcctural composition , the relation of 
one part to another and to the whol e, esoecially 
in respect to size and position.) 
31)Oxford Illustrated Encyclopedia of the Arts , 
Norwich , John Julius , Oxford Univ.Press , 1990. 
(a term used in the visual arts to describe the 
harmonious relationship of the parts of a work 
to each other or of the oarts to the whole.) 
32) r建築大辞典」彰国社、 1986年。
33) r 世界美術辞典j 新潮社、 1985年。
34) 前山森田、 p.126. ただしこの比例の意味は、本研究の
定義ではプロポーションとなると考えられる。
35)Wittkower , Rudolf ,“Systems of Proportion"Architｭ
ects' Year Book Vol.5, 1953, 
36)Wittkower , R. , "ARCII]TECTURAL PR]NCIPLES IN THE 














築以来の建築理論につながる、 「指標線(ト ラセ ・レギ
















一人である J 6) と言われる 一方で、 「ル・コルビュジエ
の作品におけるような先入主的な幾何学的規則性を気づ
かせない J 7)等とも評される。








ラン、さらに 1944年の 1 1 T 図書館・事務棟のプラン












問題であるとともに、 ミース とル・ コ ルビュ ジエが、 近




と形を表現する感覚 (a fee 1 i ng) を養う訓練 (training)
を受ける J 1 5 ) 、 1965年にも「学生はまず、描くことを
学ばなければならない。それによって手と目を養い、表
現することを学ぶ。との訓練は、学生にプロポーション



























まず、 r GJ 第一号 (1923年 7月)における「戎々は
、いかなる美学的思弁、いかなる教義、いかなる形式主
義をも拒絶する J 1 0) 、 r GJ 第二号 (1923年9月)での
「我々の関心は、建築活動を美学的な思弁家の手から解
放し、建物を本来あるべき姿、つまり BAUEN にもど






ミースは、 1938年アーマー工科大学(I 1 Tの前身)建築
科主任教授就任の辞において「部分相互、文全体に対す
る部分の関係を感覚的にかつ量的に規定する有機的な秩
序の原理を我々は強調する J 1 2) と、抽象的ながらプロ
ポーションの重要性を述べている。






















ール) J (Le Corbus ier,“VERS UNE ARCHITECTURE" 
1924. rr建築をめざして』鹿島出版会、 1967年)は有名
。その他自らの作品集( rル・コルビュジエ&ピエー





2) rr モデュロール I 、 n .!l (鹿島出版会、 1976年)
3) ルードヴィッヒ・ミース・ファン・デル・口一工 (Lu­






リンで事務所開設、 1938年アメリカ移住、 1938"'58年日 T
建築学科主任、 1969年8月 17 日死去。
4)Hllberseimer , L. “ Mies van der Rohe"Chicago, p.40, 
ハリーi -11-
1956, 
5) ゴールドパーガ一、 P. W摩天楼』鹿島出版会 p.218
、 1988年。
6) ギーデイオン、 s. fí空間時間建築 2 .!J丸善， p. 686 
、 1969年。
7) ベネヴォ口， L. W 近代建築の雌史(下) .JI鹿島出版会
、 pp.82"'83 ， 1979年。
8) 黄金分割は 、 ユークリッドが『原論 Elements.JIの第
6 巻定義 3 の中で「外中比」と名付け定義した分割比
に由来する比例のことであり、 19世紀にこの名がつけ
ら れた。
フランシスコ会修道士ルカ・パチョーリ Luca Pacioli 
( c 1445"'c15 1 4 ) は、当時品 も有名な数学者でもあり、











らの全貌は、ほぽ F. ノイメイヤーの研究 (Neumeyer ，
Fr i lz,“MIES VAN DER ROHE : Das kunstlose Wort , 
Gedanken zur Baukunst"Sieder Verlag , 1986.) 等によ
って知ることができる。
10)Ibid. , p.299. (Jede 舖thetische Spekulation , jede 
Doktrin und jeden Formalismus lehnen wir ab.) 
11)lbid. , p.300. (Esliegt uns gerade daran , die Bau 
erei von dem 舖thetischen Spekulantentum zu befｭ
reien und Bauen wiederzu dem machen , was es al[ｭ
ein sein sollte , nämlich BAUEN.) 
12)1938年 11 月 20 日のアーマー工科大学建築科主任教授
就任の辞 (Neumeyer(note10) ， p.381) 。
13) “ Mies van der Rohe:Architect as Educator>>1 IT , p. 
65. 
14)Arts and Architecture , 70 , No. 1, 1953, p. 19. 
15)Swenson, A. ,& Chang, D.c. ,“Architectural Educatiｭ
on at IIT 1938"'1978>>IIT, p.29, 1980. 
16) ワーナー・プレイザー編『ミース・ファン・デル・
































因んだ、 H.R. ヒッチコックと P. ジョンソンの『インター
ナショナル・スタイル: 1922年以降の建築』引でのミー
スの作品の紹介が特筆される。
次は、 1938年から没する 1969年頃までの ミース存命中
のアメリカ時代のものである。






1956年 )0 、 A. ドレクスラー (1960年) 5) 、 P . プレーク(1960
年) 6) ， P. カーター (1961 年) 1) 、 1 プレーザー(1965 ， 72
年) H) • J .シュペアー (1968年) 9) ら のモノグ ラフが登場し











住宅作品の詳細な研究書(1981年) 1 1) , F. シュルツの極
めて精練な評伝 (1986年 ) 12) , F. ノイメーヤーによるミ


















山本、稲葉の『巨匠ミース の遺産.!I (1970年) 25 ) にお




























ラーの『 ミース・ファン・デル・口ーエ JJ (1960年) J 1) 
ピータ ー ・プレーク の『ミ ース ・ファン・デル・ロー
エ:建築と構造 JJ (1 960年) 1 8) ，ピーター・カーター『
ミース・ファン・デル・ローエ: 75歳の誕生日に寄せて
.!I (1 961 年) J 9) で は、プロポーションシステムについて
の言及は全くない。
ウェルナー・プレーザーによる『ミース・ファン・デ


















)記念の展覧会に因んだモノグラフ『ミース ・ ファン ・















必要ないと述べた J 32) 0 また「クラウンホールの建物
の寸法が、建設費の経済的見地から出てきたのだという


















くはアメリカ建築のテキストとその解読 .n ( ツコウスキ
ー編『ミース再考:業績、遺産.弟子.n 1986年) 36) で「
ミース のアメリカでの建築において、そのプロポーショ
ンシステムを確立するために「黄金分割(“golden secti 
on") J を彼が使用していた J 37) と述べているは極めて
注目される。しかしながら、その具体的な内容、根拠に
ついては全く述べられていない。そしてむしろ前後の文











口一工の住宅建築と田園住宅案 .n (1 981年) 38) 、ミース
の全生涯、女性関係の全貌をも解明した大部なフランツ
・シュルツによる『評伝ミース・ファン・デル・ローエ
.n (1 985年) 39) ，ミースの言葉、思想形成を解明したフ
リッツ・ノイメーヤーの『ミース・ファン・デル・口一








訳者沢村によるミースの初期の活動の研究 4 川、片木~ 2) 











フランシス・チンの『建築:形態、空間、秩序 .n (1 979年






































宣伝的な努力をしなかった J (Neumeyer. Fr i tz ，川 ies
van der Rohe:Das kunstlose Wort , Gedanken zur Bau 
kunst"Sieder Verlag , p. 13 ， 1986.) からかミース文献
リストでみるかぎり 1938年以前のモノグラフはない。
2)Hitchcock ， H.R. 企 Johnson ， P.-The International Stｭ
yle:Architecture Since 1922"Norton 晶 Com . , 1932. 
3)Jonson , Philip,“Mies van der Rohe"MoMA , 1947. 
4) lIi lberseimer , Ludwig,“Mies van der Rohe" Paul 
Theobald and Company , 1956. 
5)Drexler , Arther,“Ludwig Mies van der Rohe"George 
Braz i ller, 1960. 
6)Blake, Peter,“Mies van der Rohe:Architecture and 
Structure"Pelican Book , 1960. 
7)Carter , Peter,“Mies van der Rohe:An appreciation 
on the occasion, this month of 75th birthday" 
Architectural Design , March , 1961. 
8)Blaser , Werner,“Nles van der Rohe"Architektur 
Artemis , 1965, 1972. 
9) Speyer , James,“Mies van der Rohe" 
The Art Institute of Chicago, 1968. 
10) 山本、稲葉 『巨匠ミースの遺産』彰国社、 1970年
11)Tegethoff, Wolf,“Dle Villen und Landhausprojekte 
von Mies van der Rohe ~Ve rlag Richard Bacht GmbH , 
1981. 
12)Schulze, Franz ,“MIES VAN DER ROHE:A Critical 
Biography"The University of Chicago Press , 1985. 
13)Neumeyer.Fritz, "Nies van der Rohe:Das kunstlose 
Wort , Gedanken zur Baukunst"Sieder Verlag , 1986. 
14)Hochman, Elaine S. , "Archltects of Fortune: Mies 
van der Rohe and Thc Third Reich" Weidenfeld 企
Nicolson, 1989. 
15) 注 3) 参照。
16) 註4) 参照。
17) 註5) 参照。
18 ) 注6) 参照。






















25) 注 10) 参照。
26) 向上 0 . 1 84.
27)Blaser , Werner ,“ 11 design di Mies van der Rohe' 
Gruppo Edi toriale Electa S. p. A. 1980 , 
( [j'ミ ースの家具 ~ , ADA EDITA Tokyo.1981.) 
28) 1 bid. , o. 7. 
29)Blaser , Werner , -Mi es van der Rohe:Less is more 
Waser Verlag , 1986. 
30) 1 bid. , o. 106. 
31) 高山正実編『ミース・ファン・デル・ローエ』
A+U , 81:01 , No. 124 , po. 167-178 , 1981. 
32) lbid. , 0.170. 
33) lbid. , p. 172. 
34)Soaeth , David ,“Mics van der Rohe 
35) lbid. , 0.125. 
36)Tigcrman , Stanl ey "Mies van der Rohe , or The Ameｭ
rican Architectural Text and its Reading"in “ Mies 
Reconsidered"The Art Insti lute of Chicago , 1986. 
37) Ibid. , 0.104. 
38) 注 11) 参照。
39) 注 12) 参照。
























45) 反本・小林他「幾何学構成論 E ミース・ファン・デ
ル・口一エのバルセロナ・パピリオンJ 日本建築学会
大会学術梗概集、 1989年。
46)Ching , Francis,“Architecture:Form , Space & Order" 
Van Nostrand Reinhold , 1979. 
47)Clark , R. , and Pause , M. ,“Precedents in Architectｭ










































(THE MIES VAN DER ARCHIVE , No. 1~4 ， MoMA , Garland 
Pub. 1986. THE MIES VAN DER ARCHIVE, No.5, 6, MoMA, 
Garland Pub. 1990. THE MIES VAN DER ARCHIVE , No. 7~ 















































































スと 1 1 T チャペルの平面図におげる黄金比につい

























宅案の平面 (Fig.l) はウィリッツ邸(1902年)等 フランク ・
ロイド・ライトの住宅平面図 3) モンドリアンの絵画、
ファン ・ドゥースブルフの絵画、特に「ロシア・ダンス




























Fig , 2 : 原平面図分析図 l







四つの壁の内側引の線 (Fig.2:Xl ， X2 ， Yl ， Y2) によって矩
形 (ABCD) を作ると、それは建物のほぼ中心部を占め、か
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というのは、ミースは当時 r GJ 第 1 号(1923年 7月)に
おいて「全ての美学的思弁、全て教義、全ての形式主義













認、また補うことになろう。ただしなぜか家事室部分 1 3) 
が延長され、また微妙に原平面図と異なっている。この
問題も興味深い。
そこで、本稿では 1924年の原平面図 (Fig. 1) 、及び後











中央黄金矩形 (ABCO) の上辺 (AB) 、つまり X2から玄関ホ
ールの上壁の外面 (ab) までの距離は、調度中央黄金矩形
の長辺と短辺の差 (L -L 2 、これをいとする)に等しい。
つまり中央黄金矩形の上辺 (AB) 下辺 (CO) 間距離 (L 2 ) と上
辺 (AB) と玄関ホール上壁外面 (ab) 間距離 (L 3) の比はほぼ
黄金比になる J 6) 。因みに中央黄金矩形の下辺 (CO) をそ
の下辺とする正方形を書くとその上辺は玄関ホールの上
醇外面 (ab) に一致することになる。
この面 (ab) とさらにその上の壁の外面 (cd) との距離は








このように、玄関ホールの阿つの壁の位置 (ab ， cd , ef , 
gh ) は、 全て中央黄金矩形の辺長 (L I ， L 2 ) と密接な関係にある。特に玄関ホールの j二壁位置 (ab) は中央黄金矩形と
ほぼ黄金比の関係 (AD:Aa= L 2 :L 3 与の : 1) にある。
<居間の左部分>
中央黄金矩形の左辺 (AD) である ylから居間左端開口部
( i j )までの距離は、中央黄金矩形の長辺と短辺の差 (L 3 )に 一致する。つまり中央黄金矩形の左辺 (AD) を長辺とす
る黄金矩形をその左に作るとその左辺は開口部位置 (ij) 
と 一致することになる。
ζ の開 rr 部からさらに左に中央黄金矩形の短辺の半分





辺 (BC) からその右隣の間仕切壁左面 (kl) までは中央黄金
矩形の長辺の半分の距離 (L J /2) である。この商 (k 1) から
家事室暖炉の右端面 (mn) までも 同じ距離 (L J 12) であるプ
さらにこの而 (mn) から家事室部分の右端の壁の内面 (oi)
までの距離も同じ (L/2) である 。
次に左右ヒ走る壁について、まず中央黄金矩形に続 く
家事室部の上壁の内面 (qr) と中央黄金矩形の下辺位置つ
まり X1 との距離は、中央黄金矩形の長辺と短辺の差 (L 3 )に等しい。これは中央黄金矩形の短辺 (L 2 ) を黄金分割し
た位置と 言える。つまり Cq:ßq= L a : (L 2 - L J ) = L 3 :L 4 与 ø: 1 
(L 2 一L 3 =いとする)となる。
この家事室上壁内而 (q r) から家事室布端と壁の外而
(mo) までの距離は巾央黄金矩 J~ の長辺と短辺の差の半
分 (L a /2) に等しい。











(L (/2) を短辺とする黄金矩形の長辺 (Ø ・ L l /2) の 長さに等
しい。つまり中央黄金矩形の下辺 (CD) の半分 (L/2) を短
辺とする黄金矩形を下側につくるとその下辺の併問が居
間の下端壁の外而 (uv) となる。
また尻問中央を上下に庄る樫の/正 l而の位間 (xy) は q-，央
黄金矩形の長辺の垂直一等分線 1- にある。
この煙から右へ延びる椛の 1 : rfíi 位向 (x t) は rll ;k黄金賞n
m の知辺を黄金分割する。つま り こ れは右端 く ぴれ部町
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の外面位置 (ts) に 一致する。
この黄金分割点( t) から居間下端壁の外面 (u) までを一
辺 (tu) とする正方形をその左につくると、その左辺は居
間部の左端壁内面 (wv) と 一致する。
居間の右端壁の内面、つまり Y2上 の Cu を一辺とする正
方形の左辺の位置は暖炉の右端と一致し、暖炉の長さは















Fig , 3 : 戸市川乍平面図
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図 (Fig.3) を調べると以下のような結果となる (Fig.5) 。
まず基本の四つの軸 (Fig.5;Xl' .X2' .Y1' .Y2') は黄金




玄関ホール上壁 (Fig.5;a'b') 、居間の左開口部 (c'd') 、
居間の最下部の壁 (e' f') 、家事室の上壁 (g' h') 等の主要









分の長さ (L 1 /2) であった。ところがこの平面図 (Fig.5)
では Y2' からその右隣りの間仕切り壁左面 (Fig.5:i'j')
までの距離は中央黄金矩形の長辺の半分 (L '/2) で原平
面図と同じ関係であるが、この間仕切り壁左面(i' j' )か
ら暖炉右面 (k' 1 • )までの距離(1 3 )がL 1 ' /2よりはかなり
長くなっており 1 8) 、そこから家事室右端の内面 (n'n')
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17) 原平面図と 再制作平市図では壁の位 置 は上 下、内外
と異なっている個所もある。
18) 明らかに家事室 l暖炉の左部分は再制作平面阿では形
が異なり、岡而の -ffiみ の修正などではない ことは明 ら
かである。
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シンケルによる新衛兵所(1816"'18年:F ig- 1) の内部改
造である戦没者慰霊堂の正面壁面 (Fig-2) の幅(胃)と高さ







































Fig- 2 戦没者慰霊堂最終案内観パース Fig-3 第一案内観スケッチ
Fig- 4 第二案内観スケッチ
Fig - 9 第三案断而図
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もつ初期のスケッチ (Thc Mics van der Rohe Archive 
, vol.3 ， p38 ， 40) は整数比を裏づけている。






4)Oearst ync , Howard , ‘ Ml esian Spacc C?cepl in Domeｭ
stlc arcbitccturc'A十 U ， 790 -1， p.3.
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Fig-2 Archi tectu凶 1110問 ra山 11 ， Academy Edition. 
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Fig-6 “ Karl Friedrich Schlnkcl..." op c it. ,p.7. 
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Fig-8 Ibid , p. 22 . Fig-9 Ibid , p. 5. 
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第 3 章 ドイツ帝国銀行案(1933年)のファサードの
プロポーションシステム
1 .はじめに
1933年 のドイ ツ帝国銀行案 (Fi g-l ) の フ アサー ドを取
り 上 げる。 ファサー ド 案における 中心的要素である 最
上階中央の関 口部の長 さ (W 1 ) と フ ア サー ド 全体の幅 (W)
と の比率 (P 1 =w t!W) (以下展上階関口部比率とする)、及
び同じく中心的要素である口ビ一階( 2 階)の水平連続
窓の 長 さ (W 2 ) と フ アサード全体の幅 (W) との比率 (P 2引ノ
わ(以下 ロビ一階窓比率とする)は、 0.62(与0.61803 ・ . = 1/
φ = 1/ 1. 61803・・)といった黄金比率的な数値になってい
る主計過程でのフアサー ドの変遷を示す立面図 (Fig-2-
5、ファサード第一鼠終案とする)けをみると、これら


























での P 1 (0.64) とあまり違わないが、この値は φ の逆数




Fig I ライヒスパン ク 案外観
d 
F i g ラファ サー ド厳終案 F ig-3 フ ァ ザー ド 第二家
J 
Fig - 9 殺上限 ? 而図 1 F ilt - IO 般終案ロビ一階乎而図 Fig- Il 股上階平岡国 2 (部分)
-39 ー
階のP 1 は、 100個 /162個 =0.617となり、この値は、1/φ









に近い、最上階平面図 2 (F ig-6) とロビー階平面図 2 (F i 
g-7) を実測し、最上階の P 1 とロビー階の P 2 を出すと、




まずロビ一階平面図 2 (Fig-7) において、その水平連
続窓の両端は、 左右のウイング低層部の内側の壁の延長
線 (Figー7;ab，以下ウイング延長線とする)と正確に一致
している。さて、この平面図の前段階の平面図 1 (Fig-8) 
をみると、エレベーターホールに突き出た、階段の側壁
の端 (Fig-8 ; f)もウイング側壁延長線 (ab) に正確に一致
している 2)。このことから、ミースがプランの形と開口
部の幅との整合性を重視していることが窺われる。




付け根 (c) は確かにウイング延長線 (ab) 上にあるが、開
口の端部 (d) は中央に少しズレているのである。中庭に
突出した便所の側壁 (Fig-6;ae) はウイング側壁線上にあ
















最上階の Pl は、実測より 0.62であり、窓の数からみる
と、 P 1 は 101個 /163個 =0.62である。いずれにせよ、
これらの値は前案同様、 1/φ = 0.618・・に極めて近い。
- 40ー
ロビ一階のれは、 0.62であり、がI案 (0.63) より小さ く
なっている。そこで最終案のロビ一階平而図 (Fi g- lO)を
みると、その水平連続窓の端はウイング延長線とは 一致
せず、少し内側にズレていることが分かる (g) 。つま η
最終案でも、窓とプランとの整合性が無くなっている。




さて最終案の尾上階の P 1 とロビ一階の P 2 の φ 的数
値の志 l沫であるが、まず0.62なる 数個は実測と窓の数よ




-4 ) の 長 t 階の開円である。 最|二階平面図 2 (F j g-6) をみ
ると、開口の幅は基本的にはウイング延長線 (ab) によっ








しかしながらここで長ヒ階平面開 2 (F ig -6) の前段階
で拙かれた別の最上階、|λ 而図 1 (Fig-9) をみると、開 U
の端 (Fig-9; cl') はロビ一階平而岡 1 ， 2 での水平連続窓
同様、ちょうどウイ ング延長線 (b) に崩えられている。
この場合は庭悶側壁の根元がウイング延長線から少し側
方にズレている (Fig-9;c') 。つまり庭園側壁の線は、こ
こでも周りの柱列の政射状構成と同じく、 rl1 心 (0) を通
る線になっており、最上階平而図 2 同様、ウイング延長
線とは食い違っている。しかし この以上階の P l は、 0.63
であり、ロビー階平而関 1 ， 2 での水平連続窓の比率と
・致している。
つま り最と階の開口端の伶聞は、 ー義的に品J: m平而































線としている最上階平面図 2 • (Fig-ll) さえ存在する。
さらに最上階開口部を平面図 2 (F ig-6) とするか、平










































くなり 、 ブアサード全体が意識 さ れるよ うな状況が出て
きたことを契機に φ が適川されるのである。
第 3 章の注






あることが分かる。以上より第一、 二 、 三案の前後関
係が推測できる。
2) ロビー階平面図 1 (Fig-8) からロビー階平岡図 2 (F jg-
7) への発展において、階段の側慢の wが変化していふ
つまり平面関 1 ではウイング~!内延長線に一致してい









Fig- l)Spaeth , David ,“MIES VAN DER ROHE" Rizzoli 
NewYork ,pIOl , 1985. 
Flg-2) The Mies van der Rohe Archivc , vol.3" 
Garland PUbl1shing , p.415 , 1986. 
Fig- 3)Ibid , p.444. Fig- 1)lbld , p.443. Fig-5)lbid. 
p.412. Fig- 6)lbid , p.483 . Fig-7)Ibid , p.181. 
Fig-8)lbld , p.482. Fig- 9)Jbid , p.189. 
Fig- IO)Spaclh , oP ,cil , plOO. 
F j g-ll) シュルツ， F. ， Il'~、F伝ミース・ファン・デル・口
一工.1l 1987年、 p196 ，施品川版会
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第 4 章 三つの中庭を持つコート・ハウス (1934年頃)の
平而のプロポーションシステム
4. 1.黄金比をもっ平岡について





であ り 、 煉瓦壁の内側の形 (Fig-1' : abcd) は正方形ユ一
川トの数でみると、短辺が24個、長辺が39個で、 24 : 39 
L いった特異な比をもつ矩形である。そしてその比(1:
1.625) は、まさに黄金比 (1:φ) 的である。しかしこの敷
地はブツベ邸の周囲の宅地割 りに関連するとされる。そ
してそれらの宅地の形は全て矩形で、縦横の比率は1. 5














な軸を強調している。そこでこの軸 (Fig-1' :ef) でコー
ト・ハウス全体を分割してみると、左右の長さの比 (af:
df) は、 24:15で比率1. 6とちょうど黄金比率的数値とな
っていることが分かる。さらにこの時大コートを含む左部分 (abef)はちょうど
24:24の正方形であり、 一方残 η の右部分 (fecd) の縦横




下の長さの比 (cg: dg) は、 15:9で比率は 1.666・・となり、
中コートを含む下部はちょうど 15: 15の正方形、小コー




Fig.l -:_つの rl' 1fli をもっコー ト ハウスの、j'. ，M苅
Fig.2 宅つの '1 '庇をもっコートハウスの江川閃






とには、小コートを含む右部分 (ij gd) はちょうど 9:9の




正方形 (abe f)と1. 6: 1 の比をもっ黄金矩形的な形 (fecd)
に分割する位置にあり、次に主要部から右に突出する寝
室部の中心線 (gh) も、先の黄金矩形的な形 (fecd) をその
短辺を一辺とする正方形と 1.666 ・・: 1の比をもっ黄金矩
形に近い矩形に分割する位置にあり、さらには小コート
の左の煉瓦壁 (ij) も、小コートを含む矩形 (fhgd) の短辺



















短辺 (ab) を一辺とする正方形 (abef)をっくり、その右辺
住f)を主要部柱聞の中心線とし、次に、残りの黄金矩形
(fecd) の短辺 (ec) を一辺とする正方形を描き、その上辺
(hg) を寝室部分の中心線、さらには残りの矩形 (fhgd) の
















第4 章 4.. 1 の注
1) この図の作成時期!は ]93-1年ごろとされるが、 1939年ご
ろにリメイクされた(シュルツ口、F伝ミース ・ ファン





の設計から発展したという説がある。 (Tegctho[ f， W..
MIES VAN DER ROHE;The Vi I la and Country Jlouses" 
MIT Press.pp.121-126.1985) 
3) フッベ家の地所の --15(- fí1îîは、例えば2211X 3611 , 23mX391l 
， 21mX16m等の矩形である。(“ Mles van der Rohe Arｭ
chive , vol.4 " Garland Pub.p.236 , 1986.) 
1) 大コートの大きさは、長辺は正方形の数で24個分であ






7)Halllbidge , Jay ,“The Elellents of Dynamic SYl1lDctry" 














うるという 確信を得ている。 J (柳亮『黄金分割、ピ
ラミツドからル ・コルビユジエまで』美術 1 1\ 版社、 P.
1 , 1968 1-ド)
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図版出典
Fig-l “ Mies van der Rohe Archjve , vol.4 > Garland 
Pub.p. 78, 1986. 
Fig-2 Ii'ミース ・ ファン・デル・ローエ』 プレイザー，









が、 aつの黄金矩形の rj' に螺旋状に次々と正方形と黄金
制j 形を作っていく、いわゆる阿転 lE ノウ形 (Wlr]lng Squar 
es:Fig .3) がそのまま 干 I面の主要な柄IJ の位置等の決定に
使用されているのである 2)。つまり、 Fig.2 の efは主要




















~lJ 形のスカイ ラ イトをもっプランの図面 (例えば、 Fig
.4 ， 6) は数多く存在するが 5)、多くの共通点をもち 6)
一連のものと考えられる。しかし床而積は多縦である 7 )。
二.つの rl' 庭を持つコート・ハウス(以後 三つの中庭を
持つコート・ハウスとはFig. 1 をさす)と<円形スカイラ
イトをもっプラン>との具体的な関係であるが、便所 (A
各図面共通、以下同線)や台所 (8) やパスルーム (C) 、寝室




から便所 (A) 、台所 (ß) 、パスルーム(c)、階段 (D) 、寝宅
(E) とい った諸宰. の位向関係は、 て つの '1' 庭を持つコー





コ ー ト、右上、ド分に知im の rjl コート、建物部分全体が「
ユ」の字型をした一群のスケッチがあり、大コート端部
が省略されラフに拙かれたもの(例えば、 Fjg.8) と敷地
全体が定規を使用して拙かれたもの(例えば、 Fi g.10) と
に分かれる 8 ) 。左上隅にパスルー ム等がある点を除くと
小コ ー ト (J) と rl r コ ー ト(1 )に挟まれた部分に寝宅 (E) 、そ
のドの主要部仁/正 端から便所(^)、台所 (8) 、階段 (0) 、




つの中庭を持つコ ー ト・ハウスと同じ T 字型の平而
をもっ阿而(例えば、 Fig.1V があるが 9)、全て大コート







C ハスル ー J 、
D 陥段
E 寝室
F タ イ ペ ノゲ
G リ ビ ン グ
H A:: ← l 卜
1 '1]~ 1 ト
J 小 ::- / ー ト
1 ，1:替
二 i ふ ー lG; 





その事例として Fjg. 4( 円形スカイライトをもっプラン1)
を取 η 上げる。




形が三個、 二列に並んだ六区間からなる (Fig.5) 。
さて、この柱の通芯に閉まれた正ノ'J J~ (以 F単位正方
形とする 1 1) ) と各スペースとの関係をみてみよう。
た上のl:lJ{¥[ îf方形が小コート(J:約611X 6Bl)に相当して
いる。屋内部分では小コート下の単位正方形が水回りと
玄関ホール、右 t の ーつがピアノのスペース等になる川
形のスカイライト(直符-1 .611) 部分、その下の 一つがリビ
ング (G) といったよ うに、 lU- イホ II~ ノウ形はほぼ時内の各ス
ペースに対応している。つまり Hはスペースをうまく分
節する{世間 lこ建っている 1 ~ )。
次に床面積が230m 2の関而 (Fig. 6 円形スカイライトを
もっプラン 2 )をみてみよう。前例に比して而積が 15m 2
増大しているが、 6.65X6.65の数字から単伶 IE)j 形が少
し大きくなっていることが分かる。小コ ー ト(J)も少し
大きくな η(6 . 20mX6.35r日 1 3) )、その他スペースも前例
から判!似的に拡大している。つまり床!前積が変化しても
l別立 11ミカ J~ がみられるのである (Fig. 7)。
そこでく円形スカイうイトをもっプラン>，こ は川転 IE
)j 形は認められないが、l)I.N: IF: Jj 形によって干 l而を決定
する ノヴ法(以下 J}t 付: lEλí}~ によるノi法とする、 Fjg. 13) が
l;ig.2 


















|寸 ig. 5 P lJf;ス カイ ラ イ ト をも っプラン l の
単位 JE )i形
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Pig. 1 .]. If~ プ ラン 2 の敷地問辺 を-j[Jとする
d. )J 形 と 11: )1形の逐次四分割
Fig.15 
敷 tll~ 周辺守 -j[Jをする
J E }jIf; !によ る }jiJミ
イヨ V
Fig. 9 コ型ゾラン l の iF)J形のìÆ次 pq分書'1
Pig. ,. 
IT:)J /f3- のi豆大 I' IJ 分;r;'1
k よる Jn};
I V ，" 、 1'， '1 る昨日分
G 
一「ー J寸， r- ・ ら_" "I_~l ・~.・，-
Lーー一 一 R ..._ . ...::μ 1; - .. .. ~ .;.，..-~三=ユAムL._. 曹司ー ‘ . ..l. ...._Lエ二こ~
Fig.13 
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さて、 三つの中庭を持つコート ・ハ ウスの大コートを
除く部分は、柱通芯の作る 正方形が四個、 三列に並んだ




g. 8 ユ型プラン 1 )を分析する。










ト (1)が 4. 2mX 4. 2mの正方形、中コート(1)が8. 5mX 8. 5m 
の正方形、また、建物の左右が図面下端中央の数字から
17.5mであることが分かる。リビング (G) やダイニング (F)
などの上下寸法 (Fig.9:ab) は7m J 4) 。その下のテラスの出
(bc) は 2mであり 1 5) 、このテ ラス までの建物の上下寸法
(dc) は、 17.5m (8.5m十7m+2m)である。そこで建物の上端
からペーブメントのグリッドの描かれたこのテ ラス を含
んだ部分 (Fig.9: edcf) は、 17. 5mX 17. 5皿の正方形という
ことになる。右上の中コート(1)は8. 5mX 8. 5mの正方形
であるが、全体の正方形 (edcf) を四つの正方形に分割し
たものの右上の正方形の一つ (8. 75mX 8. 75m) にほぼ相当









F i g.8 では敷地全体が捕かれていないために、
部と建物との関係は不明である。
そこで敷地全体が描かれているプラン (Fig.10 ユ型プ
ラン 2 )をみてみよう。プランの構成は前例 (Fig. 8) とほ
とんど同じであるが、寝室部分 (E) のプランの違いによっ
て寝室部分の上下が少し長く、その分だけプランが延び
た形である i6\ しかしこの延びた上端部 (Fig. 11: abcd) 
を除くとプランの形は前例 (Fig.8) とほとんど同じにな
る。つまり上端部を除いた形 (dcj i) は正方形であり、そ












イニングのある主要部の上端 (e f)から敷地の下端 (hg) ま




る正ノヴ形による )-J法とする .Fig.15) が使用されている。
さらにこの正方形 (Fig. 11 :efgh) と正方形の逐次四分
割lがみられた建物部分の正方形 (dcji) とは同じ大きさで










やダイニング (F) のある主要部の左右の寸法 (de) は約 25.
4皿、寝室 (E) 上端から主要部下端まで (ad) が約 16mで 1 8) 、













て建物主要部の壁而位問 (ef)を決定する万法 (Fig.15) は
一三つの中庭を持つコ ー ト・ハウスにおいて回転正)j形の
最初の正方形によって主要部の中心的な軸の位置 (Fi g.2 
:e f)を決定する万法と同じである。また<ユ型プラン>
(F ig. 8) の大、中、小のコートは左同りに螺旋状に縮小
しているが、正庁形の中、小コートを決定している正方
形の逐次問分割によるノi法 (Fig.1 4) は、 三つの中庭を持
つコ ー ト・ハウスでの 111 1 転 ，I)j J~ によってた回りに螺旋
状に 1"1 転し縮小していく，1:ノ7 T~ Jtf を作る方法 (Fig.3) と
類似している。
しかもユ型プラン 2 (Fig. 10) では、これら 二つのノJ法
(正ノ守形の逐次回分割によるノj法と敷地短辺を一辺とす
る，[ノIJJf3 によるノj法)がともに使川され、かつ結合され









型プラン>についても!日!転正万 lf3はみられないが、 J[ }J
















形 (Fig.3) と煩似していること、さらには、ユ宅プラン 2
におけるこれら てつの )J法(正 )J J~ の逐次問分割による
JJW と敷地短辺を一辺とする Jr.: )j J~ による )j 泣く)が結合
された姿 (F i g.1 1)と[ïïl 転正方形の全体の姿 (Fig.3) との
対応関係を根拠として、過渡的な<ユ型プラン>におけ
る正方形によるこれら二つの方法が、 三つの中庭を持つ





の正方形を直接的にコー トの )r~ にしないやりノJ も 三つの
rl '庭を持つコート・ハウスにみられることは、過渡的な














いて J (円本建築学会計画系論文報告集、第453号、 19
93 , pp. 153-158) 。
2) 詳細は注 1) 参照。
3) テーゲトフによる詳細なミースの作品研究 (Tegethoff
, Wolf , The Mies van der Rohe:The Villas and Coｭ







てテーゲトフがあげる図面 (Tegethoff , Wolf , The 
Mies van der Rohe:The Villas and Country Houses 
MoMA ， 1985.Fig- 19.3-19.6.) の他、同種のものをMoMA
のアーカイブから取り上げた (The Mies van der Rohe 
Archive , vo1.4 , Garland Pub..1986 ,pp.74-76 ,p.374. 
p.386 ， p.389 ， pp.390-403 ， pp.413-428.) 。
5) “ The Mies van der Rohe Archive ,vo1.4" p.374 ,pp. 
413-428. 








7) 図面には 195ぜ， 2151}2 , 230ll l などと延床面積を示す数
値が書かれている。
8) A 4 サイズのトレーシング紙に鉛筆でラフに書かれて
いるもの( The Mies van der Rohe Archive , vo1.4 , p. 
386 ， p.389) と、様々なサイズのトレーシング紙に定規




9) A 4 サイズ薄紙に約 1/200の縮尺で鉛筆のラフな線で
-5 6 ー
拙かれている数枚の肉而がある。
10) ・寝室タイプ (The Mics van der Rohc Archlve.vo1 
.1 ， p.392 ， p.393 ， p.399 ， p.403) 、 二寝宅タイプ (1bid 
.， pp.100-401 ， p.483) がある。














より少し山た位置である。そして単位正方形 (6. 65mX6 
.65m) からこれら 二つの、柱の通芯からの IJ\ の寸法を
減じたものから小コートの6.20mX6.35mが決まってい
ると考えられる。つまり小コ ー トは厳需には正ノJ 形で
はないが、単位正ノ守形から決定されていることは明ら
かである。
14) 関商右端の計算数値 (122.5+71.5=194.0 194.0-18.0 
=176.0m 2 ) より、 122.5はリビング・ダイニング主要部
而積でた右の隔が記載数例より、 17.5mであることか




16)Fig.8 と Fig. 10の左右の幅を揃えて重ねると、ダイ ニ
ングやリビングのあるじ要部、小コートはぴった め重
なり合うが、 F1 g.10 の k部 (Fi g.11 : abcd) が Flg.8 ょ η
長くなる。つまり Fi g.10 は Fi g. 8 の上部が延びた形で
あると考えられる。
17) 上端部 (abcd) の rl' コート部分を除いた部分に一致し
ているのである。
18) 図商右端 (Fig.12では紙面の郷合上カットされてい
る)の計算数値 (205+51+J6=272) より小コ ー トドの煉
瓦壁までの面積が 16m 2 (=8mX2m) ，寝室部面積が51m 2
と考えられるので寝宅部左右幅は6. 375m (=51-:-8) とな
り、小コート左右幅8m と rl' コート !_ëti 幅 11m を加えて、
建物全体の左布幅は25. 375m (=8m+6. 375m+11m) 。で要
部而積は205m 2 と考えられるので、リビング (G) のじ F
は8. 079m(=205m2-:-25. 37Sm) となり、'1 1 コートの 1: F8m 
を加えて建物全体の 1: F は約 16m(16. 079m) となる。
関版 11\ 典
Fig.l Thc Mics van dcr Rohc ^ rchivc , vo 1. 1 , 
- 57-
Garland Publishing, 1986, D.78. 
Fig.4 Ibid. D.424. 
Fig.6 Ibid. D.427. 
F i g. 8 1 b id .D. 389. 
Fig.l0 lbid. D.76. 
Fig.12 lbid. D.392. 
(凶中英字とその他凶面は佐野による)






い J l) と言われる。とすれば「住宅としての条件さえ無














ポーチ (Fig.2:rads) を合めた建物部分 (rbcs) は長辺77
[t 6) 、短辺 28ftの矩形で長辺短辺の比，~ 7) は 2.75。ポー
チを除いた室内部分 (abcd) は長辺 55f t、短辺28f tで比率
1. 96。建物前面(図面では下側、なお図而 t_ Jjが北)の
テラスは長辺55ft、短辺22ftで、比率2.5である 8) 。
柱は建物長手方向のスパン22ft、両端は柱から 5ft6 in 
つまりスパンの1/1が持出しである。四本の柱で四まれ
た部分はその長辺(建物の短辺である)が28ft、短辺が
22ftで 9 }、比率は1. 27であり、テラスでは a辺 22ft のïT:
β形である I O} 
平而全体は床のトラヴァーティンのユニットがモデュ
ールとなっており、その寸法は、長辺 2 .75ft、短辺2ft
(2.75ft は 2fcct9inchであるが、 計算ヒフィート以下は
10進法とする。又長子ノ~-líjJ の 2.75 [lモデュールを M. 、短
F の 2f t モデュールを M7.とする)で 11) ユニットの長辺
短辺の比率 (M 1 /M 2 ) は、 1.375である。
そしてまた、 H型をしたコアの壁は全てこれら てつの
モデュールを示す目地 1: 、もしくはその小心線上にイ世間
している I 2 )。つまりコアの問問寸法は令て l モデュー
ル、もしくは0.5モデュールIドィ、t である。
JI 型コアの枇慣は、 長 FノIj P'ìJ で人 n から 6.5M J (F i g.2: 
ac) 、コアが9MI (cg) 、右端まで1.GMI(gb) で 13: 18:9 といっ
た制合、短手ノIj írl1 では 3.GM 7.(ck) 、 3M 2 (ko) 、 7.5M z (oj)
で 7:6: 15である t 3) 
以 k のように、長 f: )j 向に 1: 1 の常数比、 テラスに正
????
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JT 型コアの下側(南側)つまり暖炉のある屑間部分 (oni j
以下居間)、コアの I~側(北側)の台所部分 (cglk，以ド
台所)、右端(東端)の寝室部分 (gbc i ，以下寝室)。これ
ら矩形の長辺と照辺の比率を山すと、食堂 (acj d) は 28f t 
(l 4M 2 )-:-17.875ft(6.5M 1 ) で1. 57、民間 (onij) は、 24. 75 
ft (9~L) -:-15ft (7. 5~L) で1. 65、介所 (cglk) は、 21. 75 f t 
(91.L) -:-7ft (3. 5M 2 ) で 3.18、寝室 (gbcj) は、 28ft (l 4M 2 )
-:-12. 375ft (4. 5M J ) で 2.26である。 JI 型コアの小部屋に
ついては、左右のバストイレ、点ん rll の機械宅は同形で
比率は8. 25ft (3M 1) -:5ft (2. 5M ヌ )で1. 65である。
ここで少し興味ある関係がみえてくる (Fig.3) 。 三 つ
並んだコア内の小部屋と隣接する居間 (oni j )の各々の比





イプスペース (klmp) を含めた矩形 (cgmp、以ド台所同り
とする)は長辺21. 75ft (9¥L : eg) 短辺8ft(1M 2 :CP) である
が、この形は居間を長手方向に 二等分した短 1m 形(長辺
21. 75ft短辺 7.5ft) に近い。ここで台所回り (cgmp) を短




に 一て つ並べた 1f3 に近いと考えられる。
居間と寝宰 (gbc i)の関係であるが、五耳目lJの長辺 (j i) の
半分 (24. 7572=12. 375ft) がちょうど寝宅の短辺 (12.375
f t) である。肉みに台所の右隣にバストイレとパイプス
ペースの境界線 (pm) の延長線 (mゆをひくと、居間の 111
の相似矩形に近い矩形が三つ悦ぶ (c[qp ， fgma , gbhm) 。そ
して寝需の残りの矩形 (mhci)は、その長辺と知辺の比率
が1. 62となり、黄金制iJf3 的な知i Jf3 となる。
そこで、これまでの矩形の比率を見直すと、黄金矩形
の比率との近似性に気付く。居間 (onij) の上旬、パスト
イレ (ptuo) 等コア内の小部屋の1. 65、台所間りの半分の
矩形 (efqp) の1. 55、さらには食情 (acjd) の1. 57であり、
ややバラツキはあるが、全て1. 6前後の比率をもち黄金
Wlf3 的であるともゴえる (Fig.3) 。
1ぎ


























と ん どが黄金矩形との関連を忠わせる。しかもそれ らが
相互に密接な関係をもっている (Fig .2 ， 3 ) 。
そこで、こ れ らのスペースを黄金矩形に置き換えてみ
ると、実際の平面に近似 した、相互に関係を もっ た黄金
矩形群か ら なる 一つ の摘成 凶 (Fig .4) が導出 さ れる。
一つ の黄金矩形(居間に相当す る :ON IJ) の 長辺 (ON)
に隣接し、 そ の長辺の 1/3を 長辺 とする三つ の黄金矩形
(バ ス トイレと機械室に相 当 : PT UO等)。それらに隣嬢す
る、 忌初の黄金矩形の長辺の 1/2 を 長辺とする 二つ の 黄
金矩形(台所回 りに相 当 : E FQP ， FGMQ) 。これ ら六つの黄
金矩形のつく る矩形 ( EG JJ) の両側に、その長辺 ( EJ: 先
の三種の黄金矩形の短辺の合計)を 長辺とする黄金矩形
(食堂 に相 当 :AEJ 0) 、 そ して先の矩形の長辺 (G 1)を 長辺 、
民初の黄金矩形 (ONIJ) の 長辺の 1/2を短辺とする矩形(
寝室に相 当 :GBC 1)からなる図である。なお寝室 に相 当
する矩形 (GBC 1)に つ いて、 台所回りの右隣りには台所回
りをつ く る 二つ の黄金矩形 (EFQP ， FGMQ) と閉じ黄金矩形
(GBHM) が並び、その下 (MHC 1) は、 長辺短辺比率が1. 65の
黄金矩形に近似した矩形となる j 4) 。
そして、この構成図全体 (Fig.4:ABCD) の 長辺短辺比率
を出すと 1.94 1 5 ) で、 実際平面の室内部分 (Fig.2:abcd)
















2ft (M 1 と M 2 ) のモデュールが初期条件的に存在したのか、
様々に寸法を考える過程で決定されたものかも不明であ
るが j 6) 、いずれにしても、最終的にはこのモデュール
( 1 モデュール、及び0.5モデュ ール)によって各寸法が
調整されている。










D J r (て
毘ヨ黄金矩形 M 1 C J の長辺知辺比率引 .65
Fig. 4 黄金矩形による楠成悶
(17.0) (12.J35) 




D J (24.27) 
24.75 
C 
数値は rt 。 巨ヨ 黄金対!J~ 0 ( )数値はパス トイ レ
短辺 5 [t を 初期条件として梢成関より57:/1\した柄。
下の数個は、( )数舶の モデュール寸法への近似航 。
















寸法はバストイレの短辺寸法であると考えられる J 8) 。
そこで、バストイレの短辺 (Fi g.5: PO) の寸法5ft (2.5 
M2) J 9) が初期条件であったとして構成図を作り、調べて
みよう (Fig.5) 。
まずバストイレの長辺 (PT) の理論値は5ftX?(1. 618) 
で8.09ft (Fig.5のカッコ内数値、以 F同様)となる。
居間の 長辺(J 1) の理論値はバストイレの長辺寸法8.09
ft の 3 倍で 24.27ft となる。居間の短辺 (OJ) の理論値も
バストイレの 3 倍で 15 ftである。もちろんこの長辺短辺
比率は1. 618、@となる。
台所回りの半分の矩形の短辺 (EP) の理論値は、バスト
イレの短辺 (PO) の寸法 (5f t) の1. 5倍で、 7.5ft。長辺 (E F)
の理論値も同犠でバストイレの長辺 (PU) の寸法 (8.09ft)
の1. 5倍で、 12. 135f t となる。
バストイレ、居間、台所回りの短辺寸法より食堂の長
辺 (EJ) の理論値は27.5ft (5f t十 15ftt7.5ft) となり、食堂
の短辺 (AE) の理論値は、 27. 5f t-;.-ø で 17.00ft となる。
最後に、寝室の長辺 (G 1) の理論値は27.5ft、短辺 (GB)
は居間の長辺の半分で 12. 135ft となる。
さて、次にこれらの理論値を構成図と整合し、なおか
つ、 2.75ft と 2ftモデュール OL ， M 2 ) に乗る数値に近似化
してみよう。
バストイレ長辺 (PT) の理論値8.09ft を 2.75ftモデュー
ル O.L )に乗る数値に近似化すると、 8.25ft (3M120) :Fig 
.5のカッコ内数値の下の数値、以下同様)となる。さて
との寸法は実際値8.25ft(Fig.3:pt) と一致する。
居間の長辺(J 1) の理論値 24. 27ftのモデュールに乗る
近似値は24.75ft(9MJ) 、これはバストイレ長辺 (PT) の近
似値8.25ft(3M J ) の 3 倍であり、構成図として整合する。
短辺 (OJ) の理論値は 15ft(7. 5M2) でそのままモデュール
に乗っている。そしてこれらもそれぞれ実際値 (Fig. 3: 
j i , oj) と一致する。
台所回りの半分の矩形の長辺 (EF) の理論値 12. 135ftの
近似値は 12. 375ft (4. 5M J) である。これは居間長辺(J 1) の
近似値 24. 75ftの半分であり、構成図として整合する。さ
て短辺 (EP) の理論値7.5ftの近似値は、 7ft(3.5M 2 ) と 8ft
(4M 2 ) の二通 りの値がありうるが、 7ftの場合は台所回り
-64-
の下分の矩形の長辺短辺比率が 1.77(12.375ft77ft) 、 8ft
の場合は1. 55(12. 375fl78ft) で、後者の方が臼 (1615) に
近く、矩辺 (EP) の近似備は8ft となろう。そしてこれら
の近似値、長辺 (EF) の 12.375ft と矩辺 (EP) の 8f t は、実
際値 (Fig.3: e f ， e p) とそれぞれ 一致する。
食堂の長辺 (EJ) の理論値 27.5 ft を 2ftモデュールへ近
似化すると、 27ft (13. 5M J ) と 28ft (1 4M J ) の 二通りの近似
値が出てくる。しかしバストイレ、居間、台所回りの短
辺の近似値の積み上げ寸法 (5 ft 十 15ft+8ft=28ft) より‘
食堂の長辺の近似備は28 ft とならざるを得ない。 一庁生
辺 (AE) の理論値 17ft を 2.75ftモデュールヒ近似化すると
16. 5ft (6M J) が出てくるが、この場合食堂の長辺矩辺比
本は1. 70(28ft-;.-16. 5fl) となり、黄金矩)f3の比率から φ
し外れてくる。これは長辺 (EJ) が切り|二げ数折、つまけ
27.5ft を 28ft (l 4M 2 ) へ切り t げたものである 一方、短辺
(AE) は逆に 17ft を 16.5ft(6ÀL) に切り下げた数値である
ためである。そとで、短辺 (AE) を切り上げ 2 J )、 17ft を
17.875(6.5M J ) とすると、比本は1. 57と@に近くなる n
そしてこの短辺 (AE) の寸法 17.875ftは実際値 (Fig.3:ae )
と 一致する。
寝室の長辺 (G 1) の近似値は食堂同様、 28ft (l 4M 2 ) 、珂!論値 12.135fl の短辺 (GR) の近似舶は 12. 375ft (-1. 5M J) で
あり、それぞれ実際値 (bc ， gb) と‘致する。
以上のように、バストイレの知辺5ft を初期条件的寸
法として黄金矩形による構成図から理論値を出し、それ
を柄成岡と繋合し、かつ 2.75 fl と 2f t モデュールに乗る
向日似化した寸法は、全て実際航と一致するのであ
Q 。














栴成図 (Fig.4) と実際の宅内平而 (Fi g.2:伽1) は近似じ
特に l両行の輪郭はほ とんど ・致する。
さらに、員金制i}f1 の柿 J&~l の.E' lj 論イl(i と尖際の、n去との
発はnp'叩のモデユール化はるものである可能性も指
摘されつる。
そこで、以 t の考察結史と、 ミ ースが ζ れまでに黄金
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l)Spaeth ,David ,“Mies van der Rohe ," Rizzoli ,p.125 , 
1985. 
2) “ The Mies van der Rohe Archive , vol.13 ," Garland 
Pub.p.80 , 1992. 





ウスと 1 1 T チャペルの平面図における黄金比につい
て J (日本建築学会計画系論文報告集、第453号、 pp.153
"'158 ， 1993年 11 月)参照。
5) 拙稿「ミース・ファン・デル・口一工の煉瓦造田園住
宅案に潜む黄金比について J (日本建築学会計画系論
文報告集、第459号、 pp .179-184 ， 1994年5月)参照。
6) 寸法は、 GA Detail , No.l , Mies van der Rohe ， Farns一


















10) 構造の構成も初期平 I師岡 (Fig.6) と同じである。
11) モデュール寸法は、前出の GA Detail , NO.l , M冾s van 
der Rohe , Farnsworth Houseの平面詳細図 (pp.8"'9) に
よる。また、ダーク・ローハンは同書の序において「




12) コア部分などについて、詳細|判(前出GA Dctail , No.l , 




じたとも考えられる(“Thc Mics van ?r Rohe ^rchiｭ
vc , vo 1. 13, "P. J.16. )。さらに長 T庁向の僚では設備の
納まり上の問題等からくると与えられる [1 '1 ， 11] もみられ
る。しかしながらミースの平 111;構成上の怠肉は、むし
ろプレゼンテーション用の平而図 (F j g. 1) に現われて
いると考えて良いであろう。
13) 初期平而図 (Fig. 7)でも H 型コアの位慣には簡単な数
値的幾何学的関係は認め難いが、長手ノ守向についてテ
ラスと電なっていない滞分 (gbch) でみると、 TI 7fl コア
はその中央に対称に配置されている。最終平而関では
この関係も崩れているのである。
14) F刕. 4 より、 M1 -;MI=8/ (3Ø) 与1. 65、なお ø= 1. 618。つま
ηMIlCI は厳密には黄金矩形にはならない。
15)Fig.4 より、 Aß -7- D^= (20+9ﾘ) /11Ø与1. 91、なおØ== 1. 6180 







る。少なくとも初期平而全体に 2. 75 [t と 2ftモデュ ー
ルは使用されていない。
17) 最終平而図の決定過程における初期!条件は不明であ











スの知辺を合む台所 lul りの知 .ì)J 、 J t去 (fig. 3: C f)， 8f l)で
ある。そしてパイプスペースの知辺 (kp) はやや門 rll 度
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Fig.6 フ 7 ンズワース邸初期平面図
b 
Fig. 7 フ 7 ンズワ ー ス邸初期平面図分析図
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のある寸法であるため、それを含む台所回りの短辺寸
法も自 rlJ 度をもったものとなる。そのため、この 8f t 
がそのまま初期条件寸法であったとは考え難い。
19) バストイレ短辺の5f tがそのまま初期条件であったの
か、 2ft モデュール(1.1 2 ) の 0.5モデュール単併に乗る寸
法に近似化された後の寸法であったのかはもちろん不
明である。凶みに米凶の標準的パスタブの長手寸法は
例えば、 4ft10inから 5ft(Ramsey/Sleeper ， <<AIA , Arch-
i lcclual Graphic Slandards ," John Wilcy 在 Sons ，
p. 649 ， 198 1.参照)である。
20)8. 09ft-;.-2. 75ft キ 2. 91M J 、これを 0.5M J 単位で近似化









法は、煉瓦造団関住宅案にみられる。注4) 、 5) 参照。
図版出典
F ig. 1 “ Tbc Mies van der Rohc Archive , vol.13." 
Garland Pub. , p.95 , 1992. 
F i g . 6 1 b id. , p . 93 . 
















身が「美しいプロポーションをもっ J .)と 言 う 1 1 Tのチ
ャペル (1949"'52年)の平面を取り上げ分析する。
1 Tチャペルの平面、厳密にはその内部空間の幅と奥































(1)第 一案 (Fig-1) 
フリーハンドのラフなスケッチではあるが、柱が奥行
方向にら本、等間隔に配置されており、奥行きは 4 スパ
ン (4S 1) であることが分かる。さらに正面 (Fig-1:op) は
全面ガラス、背面 (qy) は壁で、その長さは奥行方向の 1
スパンより長いが、その中間に柱はない。しかし実測よ
旬、それはほぼ奥行方向の柱スパンの 3 倍 (3S. )に等し
いのである。
つまりプランの幅 (3S 1) と奥行 (4S. )の聞には、
といった簡単な整数比の存在が推測される。
(2) 第二案 (Fig-2)
奥行方向の柱が 4 本で、奥行 (Fig-2: tW) は、 3 スパン
(3S2 )に変化している。前案と同様、正面と背面共に中
聞に柱はない。ところが、その長さ (tu) を計ると、ちょ
うど奥行方向の柱スパンの 2 倍 (2S2)に等しい。つまり
プランのプロポーションは、 2 : 3 になる引。
文礼拝者席部分(口 tUyx) の奥行 (tx) は、 2 スパンで、そ
のプロポーションは 1 : 1 、正方形である。また礼拝者
部分の奥行 (tx) と祭壇聖器室部分(日XYVW) の奥行 (wx) の
比は、 2 : 1 。因みに祭壇部分の幅も 1 スパン分(1S2)
である。 つまりプランの各部の大きさは柱スパン (S2) 
をモデュールにして決定されていることが分かる。
(3) 最終案 (Fig-3 ， 4)
最終案 (Fi g-3) と第一 、 二案を比較すると、柱構造か
ら壁構造に変更されている。プランのプロポーションで
あるが、礼拝者席部分 (Fig-4: 日abfe) は、第二案と同犠
正方形である。




のそれ (de) と の 比は、1. 62: 1 であ旬、簡単な整数比で
はなく、黄金比に近い。
さらにプラン全体の奥行き (ad) と幅 (ab) の比も、1. 62 
: 1 であり、こ れ も黄金比に近い。
つま り プランの全体の形 (日a bcd) は黄金矩形に近く、
かつ祭喧聖器室部分 (日cdeO も同機である。
さら に、祭壇聖器室部分の短辺 (de) を 一辺とする正方
形 (口deg h) を描 くと 、 そ の一辺 (gh) はちょうど聖器室の
間仕切壁の位置と一致す る。 そ して祭壇聖器室部分か ら
こ の正方形を除いた残 りの矩形(口g fc h) の プロポーショ
ン は 1 : 1.61 と、これも 黄金比に近い。 さら に こ の矩形
(日gfc h) の 短辺 (g f)を 一辺にする正方形を描 くと 、その
辺 (i j ) も 聖器室の間仕切壁 に一致する。
3. 黄金比的プロポーションの意味
最終案の プラン にみ ら れるこれら黄金比的数値の全て
が単なる偶然とは考え難 く 、 黄金比といった特定な比に
よる プ ロ ポーションシステムの存在 を十分に窺わせる。
つ まり、 こ れらは黄金比を意識したものであると結論づ
け ら れる。 つ まりそこには黄金比をも っプラン (Dabcd)
の短辺 ( a b) を一辺とする正方形をっくり、それを礼拝者
席部分 (Dabfe) に、残 η の黄金矩形を祭壇聖器室部分(日
efcd} にし、 さ らにその短辺 (ed) の 正方形を描き、その
辺の位置、つまり祭鹿聖器室部分の長辺を黄金分割す
る位置 (gh) に聖器室と便所との間仕切り壁を立て、さら
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1920年代の革新的な五つ のプ ロ ジェク トの一つである
煉瓦造回闘住宅案(1924年)の平面では、 長 く伸びた三つ
の壁をはじめほとんどの壁の位置が黄金矩形等によって
決定されている (F i g . 1 ，村図参照、以下同様)。
戦没者慰霊堂案 (1930年)ではシンケルによる 正面玄関
の輪郭である黄金矩形によ っ て内部の正面壁が決定され
て いる (Fig.2) 。さら にドイツ帝国銀行案(1933年)の フ ァサー ドの窓は
黄金比によ っ て (F i g . 3) 、 三つの中庭を持つコート・ハ
ウス案 (1934年頃)では敷地の輪郭に黄金矩形、建物の
主要な軸や壁などが回転正方形によって決定されている
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